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稲敷市議会だより　第40号 2

　平成２７年第１回稲敷市議会定例会が、２月２４日から３月１７日まで
の２２日間にわたって開かれました。開会日には、市長から５０議案が提
案（条例制定７件、条例改正１６件、各会計の補正予算８件、平成２７年
度各会計予算１３件、訴えの提起３件、諮問３件）され、うち諮問３件に
ついては、即日同意されました。また、請願１件を常任委員会付託後、選
挙第１号が執行されました。
　最終日には、各常任委員長から審査経過等の報告を受けた後、討論・採
決を実施し、議案は全件可決されました。また、市長より追加議案１件、
議会より発議１件が提出され、ともに可決されました。
　議会の審議内容及び議決の概要結果については、下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

２月２４日（火）開会
議案について市長の提案理由説明を受ける（４７議案）。
諮問３件について市長の提案理由説明後、質疑、討論を省
略し採決を行う。
請願１件を常任委員会へ付託。
選挙第１号を執行する。

（議案調査のため２月２５日は休会）
２月２６日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
２月２７日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【２名】

議案に対する通告質疑はなく、審査のため各常任委員会へ
議案４７件を付託する。

３月　２日（月）
３月　３日（火）常任委員会による付託議案審査　【市民福祉常任委員会】

（議事整理のため３月４日は休会）
３月　５日（木）
３月　６日（金）常任委員会による付託議案審査　【総務教育常任委員会】

３月　９日（月）
３月１０日（火）常任委員会による付託議案審査　【産業建設常任委員会】

（議事整理のため３月１１日は休会）
３月１２日（木）平成２７年度当初予算案の全体審査会　

審査会終了後、議会運営委員会および議会全員協議会を開
催

（議事整理のため３月１３日、１６日は休会）
３月１７日（火）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。

議案４７件及び請願１件に対して討論、採決を行う。
追加議案について、市長より説明を受け、質疑、討論、採
決を行う。また、議員提出議案の発議１件について質疑、
討論、採決を行う。
閉会

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果



稲敷市議会だより　第40号3

人にやさしいまちづくり・安心安全なまちづくり・
行財政運営の効率化を重点施策とした予算編成
議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第３号 稲敷市総合計画策定条例の制定
について

地方自治法の改正に伴い市総合計画の
策定が任意とされ、計画策定にあたり
必要な事項を定めるもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第４号
稲敷市教育長の勤務時間その他
の勤務条件及び職務に専念する
義務の特例に関する条例の制定
について

地方教育行政の組織及び運営に関する
法律の改正により教育長の勤務時間等
の勤務条件に関する条例を新たに制定
するもの

総務教育 原案可決
（18：１）

議案第５号
稲敷市江戸崎バスターミナルの
設置及び管理に関する条例の制
定について

ＪＲ江戸崎バスターミナル用地を取得
し、公共交通拠点として活用を図るた
め管理条例を制定するもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第６号
稲敷市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の保育料等
に関する条例の制定について

子ども・子育て関連３法の施行に伴
い、市が設置する認定こども園及び幼
稚園等の保育料徴収に関し、必要な事
項を定めるもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第７号 稲敷市児童クラブ負担金徴収条
例の制定について

児童福祉法に基づき市が実施する児童
クラブ事業の利用者負担金の徴収に関
し、必要な事項を定めるもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第８号
稲敷市包括的支援事業の実施に
関する基準を定める条例の制定
について

介護保険法の改正に伴い、包括的支援
事業の実施に関する基準を定めるもの 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第９号

稲敷市指定介護予防支援等の事
業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の制定に
ついて

介護保険法の改正に伴い、当該事業の
人員及び運営等に関する基準を定める
もの

市民福祉 原案可決
（19：０）

平成27年第１回
稲敷市議会定例会
平成27年第１回
稲敷市議会定例会
予算総額360億7,600万円

（過去最大規模）を可決！
予算総額360億7,600万円

（過去最大規模）を可決！

平成27年第１回
稲敷市議会定例会



稲敷市議会だより　第40号 4

議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第10号 稲敷市行政手続条例の一部改正
について

行政手続法の改正に伴い、法令に違反
する事実の是正に関する手続きを新設
するもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第11号
稲敷市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正について

地方教育行政の組織及び運営に関する
法律の改正に伴い、教育委員会に関わ
る部分を改めるとともに、｢まち・ひ
と・しごと創生本部有識者会議｣ 委員
の報酬等を定め、さらに、消防団員の
報酬額の改定及び嘱託職員の時間額報
酬の上限を定めるもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第12号
稲敷市特別職の職員で常勤のも
のの給与及び旅費に関する条例
の一部改正について

市長・副市長の期末手当の６月期と12
月期の支給月数を改めるもので、議会
議員についても同様の改正となるもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第13号
稲敷市教育長の給与，勤務時間
及びその他の勤務条件に関する
条例の一部改正について

教育長の期末手当の６月期と12月期の
支給月数を改めるもの 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第14号 稲敷市職員の給与に関する条例
の一部改正について

職員の期末手当の６月期と12月期の支
給月数を改め、人事院勧告に伴い給料
表・諸手当等を改定するもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第15号 稲敷市職員の特殊勤務手当に関
する条例の一部改正について

月額支給となっている社会福祉業務に
従事する職員の特殊勤務手当を日額支
給に改めるもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第16号 稲敷市職員の旅費に関する条例
の一部改正について

派遣職員の転居費用として、赴任旅費
の規程を定めるもの 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第17号
稲敷市産業活動の活性化及び雇
用機会の創出のための固定資産
税の特別措置に関する条例の一
部改正について

産業活動の活性化及び雇用機会の創出
に係る特別措置期間を３年間延長する
もの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第18号 稲敷市資金積立基金条例の一部
改正について

新庁舎建設基金の処分について、同事
業に係る地方債の元利償還金への充当
を追加するもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第19号 稲敷市黒田保郎育英奨学基金条
例の一部改正について

基金運用益の活用範囲を拡大し、青少
年育成事業の財源にも充当できるよう
改正するもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第20号 稲敷市奨学資金貸与条例の一部
改正について

黒田保郎育英奨学基金の運用益を本基
金以外の青少年育成事業にも充当でき
るよう改正するもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第21号 稲敷市立認定こども園設置及び
管理条例の一部改正について

幼保連携型認定こども園として ｢認定
こども園えどさき｣ 及び ｢桜川こども
園｣ の設置及び管理に関する必要事項
を定めるもの

総務教育 原案可決
（19：０）

議案第22号 稲敷市介護保険条例の一部改正
について

介護保険法に基づき平成27年度から29
年度までの介護保険料を改正するもの 市民福祉 原案可決

（18：１）

稲敷市議会だより　第40号 4



議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第23号
稲敷市指定地域密着型サービス
の事業の人員，設備及び運営に
関する基準を定める条例等の一
部改正について

介護保険法の改正に伴い、引用条項な
ど関係３条例の一部を改正するもの 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第24号 稲敷市江戸崎工業団地企業立地
促進条例の一部改正について

企業の立地促進に係る奨励措置の対象
期間を３年間延長するもの 総務教育 原案可決

（18：１）

議案第25号
地方教育行政の組織及び運営に
関する法律の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例の整理
について

地方教育行政の組織及び運営に関する
法律の改正に伴い、新教育長の設置や
総合教育会議の設置に関し、関係条例
の一部を改正するもの

総務教育 原案可決
（18：１）

議案第26号 平成26年度稲敷市一般会計補正
予算（第９号） 予算総額を204億5,643万４千円とする 各常任委員会 原案可決（19：０）

議案第27号 平成26年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算(第４号) 予算総額を59億6,625万４千円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第28号 平成26年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第３号）予算総額を４億2,792万円とする 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第29号 平成26年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第３号） 予算総額を20億941万９千円とする 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第30号 平成26年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第３号） 予算総額を33億56万７千円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第31号 平成26年度稲敷市浮島財産区特
別会計補正予算（第１号） 予算総額を154万３千円とする 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第32号 平成26年度稲敷市古渡財産区特
別会計補正予算（第１号） 予算総額を390万９千円とする 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第33号 平成26年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第２号） 予算総額を８億6,740万円とする 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第34号 平成27年度稲敷市一般会計予算 予算総額を215億7,300万円とする
（前年比0.3％減） 各常任委員会 原案可決（18：１）

議案第35号 平成27年度稲敷市国民健康保険
特別会計予算

予算総額を66億186万７千円とする
（前年比13％増） 市民福祉 原案可決

（18：１）

議案第36号
平成27年度稲敷市，稲敷郡町村
及び一部事務組合公平委員会特
別会計予算

予算総額を15万５千円とする
（前年比　増減なし） 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第37号 平成27年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計予算

予算総額を４億1,138万円とする
（前年比1.4％増） 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第38号 平成27年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算

予算総額を15億4,688万９千円とする
（前年比18.4％減） 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第39号 平成27年度稲敷市介護保険特別
会計予算

予算総額を35億6,436万６千円とする
（前年比6.6％増） 市民福祉 原案可決

（18：１）

議案第40号 平成27年度稲敷市浮島財産区特
別会計予算

予算総額を124万円とする
（前年比増減なし） 総務教育 原案可決

（19：０）

議案第41号 平成27年度稲敷市古渡財産区特
別会計予算

予算総額を352万９千円とする
（前年比増減なし） 総務教育 原案可決

（19：０）

稲敷市議会だより　第40号5
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第42号 平成27年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計予算

予算総額を2億890万１千円とする
（前年比12.8％増） 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第43号 平成27年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計予算

予算総額を8億6,294万３千円とする
（前年比2.4％増） 市民福祉 原案可決

（18：１）

議案第44号 平成27年度稲敷市介護サービス
事業特別会計予算

予算総額を875万５千円とする
（前年比皆増） 市民福祉 原案可決

（19：０）

議案第45号 平成27年度稲敷市水道事業会計
予算

予算総額を12億8,412万４千円とする
（前年比3.8％減） 産業建設 原案可決

（18：１）

議案第46号 平成27年度稲敷市工業用水道事
業会計予算

予算総額を951万３千円とする
（前年比増減なし） 産業建設 原案可決

（19：０）

議案第47号 訴えの提起について
税滞納者の借入過払い金の債権差押え
について第三債務者（ＳＭＢＣコン
シューマーファイナンス㈱）から支払
いがないため取立請求訴訟を提訴する

市民福祉 原案可決
（19：０）

議案第48号 訴えの提起について
上記議案と同様に第三債務者（㈱オリ
エントコーポレーション）に対し取立
請求訴訟を行うもの

市民福祉 原案可決
（19：０）

議案第49号 訴えの提起について
上記議案と同様に第三債務者（新生
フィナンシャル㈱）に対し取立請求訴
訟を行うもの

市民福祉 原案可決
（19：０）

議案第50号 平成26年度稲敷市一般会計補正
予算（第10号） 予算総額を205億1,638万４千円とする ― 原案可決

（19：０）

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 時　崎　　和田　克典（新任） ― 同意

（19：０）

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 上君山　　大貫　まち子（新任） ― 同意

（19：０）

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 浮　島　　人見　みどり（再任） ― 同意

（19：０）

選挙第１号 茨城県後期高齢者医療広域連合
議会議員一般選挙について

任期満了に伴い選挙を執行、浅野信行
　議員が指名推薦により当選 ― 当選人

浅野信行

発議第５号 ｢手話言語法｣ 制定を求める意
見書 提出者　根本光治 ― 原案可決

（19：０）
※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。

受付日 件　　　　名 提　出　者
住所・氏名 付託委員会 審議結果

（賛成：反対）

請願第１号
（H27. 2 . 9 ）

手話言語法制定を求める
意見書の提出を求める請
願

牛久市
牛久市聴覚障害者協会
会長　佐藤　壮馬

総務教育 採択
（19：０）

請 願 の 審 議 結 果



臨 時 会 報 告

稲敷市議会だより　第40号7

平 成27年 第 １ 回
稲敷市議会臨時会
平成27年 第１回
稲敷市議会臨時会

　平成２７年第１回稲敷市議会臨時会が２月１２日（会期１日間）に開か
れました。
市長より提出された議案は、平成２６年度一般会計及び特別会計の補正予
算案２件で、常任委員会への付託を省略し、本会議で審議の結果、各議案
ともに可決されました。
　議会からは、農業委員会委員の議会推薦に係る、発議４件が提出されま
した。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記一覧をご参照ください。

議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第１号 平成26年度稲敷市一般会計補正
予算（第８号） 予算総額を211億6,810万５千円とする ― 原案可決

（19：０）

議案第２号 平成26年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号） 予算総額を59億3,769万３千円とする ― 原案可決

（19：０）

発議第１号 稲敷市農業委員会委員の推薦に
ついて 中　山　　遠藤　一行 ― 原案可決

（18：０）

発議第２号 稲敷市農業委員会委員の推薦に
ついて 江戸崎甲　山下　恭一 ― 原案可決

（18：０）

発議第３号 稲敷市農業委員会委員の推薦に
ついて 下君山　　足立　久美子 ― 原案可決

（19：０）

発議第４号 稲敷市農業委員会委員の推薦に
ついて 戌　渡　　山本　陽子 ― 原案可決

（19：０）

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果
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討　
論
討　
論

議
案
第
４
号
‥
稲
敷
市
教
育
長
の

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
及

び
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
34
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
予
算

議
案
第
35
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
25
号
‥
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て

議
案
第
24
号
‥
稲
敷
市
江
戸
崎
工

業
団
地
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

山
口
清
吉
　

　

本
条
例
は
、
政
治
権
力
が
教
育
を

支
配
し
よ
う
と
地
方
教
育
行
政
法
が

改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
教
育
委

員
会
を
代
表
す
る
教
育
長
を
な
く

し
、
首
長
任
命
の
教
育
長
が
教
育
委

員
会
の
ト
ッ
プ
に
な
る
こ
と
で
教
育

委
員
会
と
教
育
長
の
関
係
を
逆
転
さ

せ
、
教
育
委
員
会
を
首
長
任
命
の
自

治
体
幹
部
で
あ
る
教
育
長
の
支
配
下

に
置
く
も
の
で
あ
る
。

　

改
定
し
た
安
倍
政
権
の
ね
ら
い

は
、
一
つ
に
は
侵
略
戦
争
美
化
の
愛

国
心
教
育
を
押
し
つ
け
る
こ
と
、
二

つ
に
は
異
常
な
競
争
心
を
教
育
に
持

ち
込
む
こ
と
で
あ
る
。

山
口
清
吉
　

　

私
た
ち
が
、
行
っ
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
市
に
期
待
す
る
も
の

は
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
国
民
健

康
保
険
税
の
引
き
下
げ
、
水
道
料
金

の
引
き
下
げ
等
の
住
民
負
担
軽
減
を

期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
実
現
す

る
た
め
に
も
っ
と
基
金
を
活
用
す
べ

き
で
あ
り
、
市
民
の
生
活
や
教
育
の

た
め
に
生
き
た
金
を
使
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

山
口
清
吉
　

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
国
民
健

康
保
険
税
が
高
い
、
市
独
自
の
減
免

措
置
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

山
口
清
吉
　

　

教
育
委
員
会
は
、
国
や
首
長
か
ら

独
立
し
た
行
政
組
織
で
あ
る
点
に
最

大
の
特
徴
が
あ
る
。
本
案
は
、
委
員

の
互
選
で
選
ば
れ
る
教
育
委
員
会
の

代
表
で
あ
る
教
育
委
員
長
を
な
く

し
、
教
育
委
員
会
の
独
自
性
が
損
な

わ
れ
、
国
や
首
長
、
教
育
長
に
強
く

支
配
さ
れ
た
教
育
委
員
会
に
な
る
。

国
や
首
長
の
支
配
を
強
め
る
方
向
で

山
口
清
吉
　

　

工
業
団
地
に
事
業
所
用
地
を
５
、

０
０
０
平
米
以
上
確
保
し
た
場
合
、

取
得
価
格
の
5
％
を
市
が
助
成
し
て

進
出
を
奨
励
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
工
業
団
地
で
の
経

営
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
場
合

に
、
従
業
員
の
解
雇
や
事
業
所
の
閉

鎖
や
撤
退
等
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

場
合
、
事
前
に
市
と
の
協
議
を
義
務

づ
け
る
よ
う
条
例
に
加
え
る
こ
と
を

本
条
例
制
定
時
に
求
め
た
こ
と
が
あ

る
。
有
効
期
限
を
延
長
す
る
に
当

た
っ
て
も
、
事
前
協
議
義
務
づ
け
を

加
え
る
べ
き
で
あ
る
。

は
な
く
、
教
育
委
員
会
や
学
校
の
聞

く
耳
を
保
護
者
や
子
供
た
ち
の
方
向

に
向
け
さ
せ
る
よ
う
な
改
革
と
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

山
口
清
吉
　

　

消
費
税
増
税
で
得
ら
れ
た
財
源
の

一
部
を
使
い
、
65
歳
以
上
の
低
所
得

者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
を
行
お
う

と
し
て
、
第
１
号
保
険
料
を
軽
減
す

る
方
向
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
本

案
は
す
べ
て
の
段
階
で
現
行
よ
り
も

値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
消
費
税
増

税
分
の
投
入
は
ゼ
ロ
で
、
介
護
保
険

料
の
値
上
げ
と
消
費
税
増
税
の
二
重

の
徴
収
に
な
っ
て
お
り
、
お
年
寄
り

い
じ
め
で
は
な
い
か
。

議
案
第
22
号
‥
稲
敷
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
第
１
回
定
例
会
）
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■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

■
反
対
討
論

し
、
一
般
会
計
繰
入
金
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
毎
年
減
額
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
願
い
に
こ
た
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
、今
年
度
予
算
に
は
、

共
同
事
業
交
付
金
が
増
額
さ
れ
て
お

り
国
保
を
都
道
府
県
化
し
、
国
の
負

担
を
軽
減
し
て
い
こ
う
と
い
う
目
論

見
の
導
入
口
に
な
っ
て
お
り
反
対
す

る
。

山
口
清
吉
　

　

医
療
費
削
減
を
目
的
に
し
て
75
歳

以
上
の
高
齢
者
を
差
別
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
、
75
歳
以
上
の
人
口
が
ふ
え
れ
ば

自
動
的
に
値
上
げ
に
な
る
。

　

収
入
の
な
い
人
だ
け
で
保
険
制
度

は
成
り
立
た
な
い
。
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
は
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

山
口
清
吉
　

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
水
道
料
金

に
つ
い
て
高
い
と
い
う
市
民
が
５
３
・

３
％
を
占
め
て
い
る
。
本
予
算
は
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
４
、
５
０
２

万
４
、０
０
０
円
と
、対
前
年
比
、１
・

５
３
％
減
額
し
て
い
る
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
ふ
や
し
て
水
道
料

金
の
引
き
下
げ
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

山
口
清
吉
　

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
介
護
保

険
料
、
利
用
料
の
値
下
げ
を
望
む
回

答
が
40
％
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
政

府
が
行
お
う
と
し
て
い
る
の
は
保
険

料
、
利
用
料
の
値
上
げ
で
あ
る
。
消

費
税
引
き
上
げ
分
は
福
祉
に
回
す
と

い
う
消
費
税
増
税
時
の
宣
伝
文
句
は

全
く
実
践
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て

反
対
す
る
。

議
案
第
43
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

議
案
第
45
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
水
道
事
業
会
計
予
算

議
案
第
39
号
‥
平
成
27
年
度
稲
敷

市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
ご

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

１
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の

他
の
資
料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
内
容
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
事
項

を
請
願（
陳
情
）す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願（
陳
情
）書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏

名
）を
記
載
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
、

外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
１
名
以

上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

６
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随

時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

（  本　　文  ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願書（陳情者）住所
氏名　　　　　㊞

（  表　　紙  ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞



世界的に強毒性である新型インフルエンザ発生
の危機が叫ばれている。この危機は、もうすぐ

そこに来ていることを認識しておかなくてはならない。
　市職員並びに市民が共通の認識を持つことが重要なことであり、稲敷市の新型
インフルエンザ対策行動計画の第一歩となるのではないか。そこで、新型インフ
ルエンザ発生時における市の組織体系、命令系統は、どのようになっているか伺
う。また、県インフルエンザ行動計画に準じた新型インフルエンザ等行動計画を
策定すべきではないか。

国からの新型インフルエンザ等緊急事態宣言の発令により、市長が新型イ
ンフルエンザ等対策本部長となり全庁一体となった取組みを行います。

政府及び県の行動計画で定められた事項を踏まえ市の行動計画の
素案を作成しており、県に報告のうえ、公表していく予定です。

一
般
質
問

市
政
を
問
う

第
１
回
定
例
会
に
は
、
８
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

篠 田 純 一
議 員

新型インフルエンザ発生時の
対応を問う

危
機
に
対
し
全
庁
的
、
総
合
的
調
整
が

出
来
る
組
織
体
系
を

新型インフルエンザ等
対策本部を設置

全
職
員
が
、
危
機
に
対
応
で
き
る
よ
う

全
体
調
整
を
図
る

篠田

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

等
の
危
機
管
理
に
つ
い
は
、

行
動
計
画
等
の
準
備
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
危
機
管
理
が
必

要
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
は
、
い
か
に

迅
速
に
全
庁
的
に
対
応
で
き
る
の
か
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
危
機
管
理
課
を
設
置

し
、
私
も
危
機
管
理
監
と
し
て
市
長
の

指
揮
命
令
を
迅
速
か
つ
的
確
に
全
職
員

が
対
応
で
き
る
よ
う
、
全
体
の
調
整
を

図
り
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
準
備
と
組

織
の
強
化
に
よ
り
、
市
の
安
心
・
安
全

を
高
め
、
人
口
減
少
対
策
の
推
進
と
み

ん
な
が
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
危
機

管
理
へ
の
対
応
組
織
に
つ
い
て
全
庁

的
、総
合
的
な
調
整
を
い
か
に
迅
速
に
、

か
つ
的
確
に
実
施
で
き
る
か
が
重
要
で

あ
る
中
、
ど
の
よ
う
な
形
態
が
望
ま
し

い
の
か
、
ま
た
危
機
管
理
へ
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
さ
ら
に
危
機
管
理
を
し
っ
か
り
と
構

築
す
る
こ
と
が
、
安
心
・
安
全
な
、
み

ん
な
が
住
み
た
い
す
て
き
な
ま
ち
へ
、

そ
し
て
人
口
減

少
対
策
へ
も
つ

な
が
る
と
考
え

る
。
副
市
長
の

考
え
を
問
う
。

篠
田 副

市
長

副
市
長

田口市長

市長

保健福祉部長

子ども達のために安心
安全なまちを
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政
市

を
問
う

教
育
部
長

中 沢 仁
議 員

小
学
校
再
編
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

学
校
統
合
へ
の
不
安
解
消
に

努
め
る

に
向
け
て
説
明
会
等
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、

具
体
的
な
内
容
を
丁
寧
に
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
児
童
や
保
護

者
の
不
安
解
消
に
努
め
、
学
校
再
編

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

東
地
区
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
31
年
度
ま
で
に
、
小

学
校
を
１
校
に
新
設
統
合
す
る
計
画

で
あ
り
、
新
東
小
学
校
は
、
平
成
25

年
４
月
あ
ず
ま
東
小
学
校
に
統
合
し
、

南
小
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
統
合

平
成
22
年
3
月
に
学
校
再
編

整
備
実
施
計
画
が
策
定
さ

れ
、
10
年
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る

が
、
東
地
区
再
編
整
備
計
画
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

部
長

中
沢

旧東村時代から継承し、絆を深めて
きた中高生によるカナダ・サーモン

アーム市との国際交流事業が、今年25年
目を迎える。来年つくば市でＧ８サミット
の誘致が決定した場合、これを機に、カナ
ダの首脳陣に稲敷市に来ていただき、広く
周知したいと考える。また2020年東京オ
リンピックの開催にあたり、市のスポーツ
振興に向けて、何かタイアップできるか伺
う。

いります。
　また、東京オリンピック・パラリンピッ
クの開催にあたり、スポーツ振興に向けた
タイアップ等の企画はありませんが、来た
る茨城国体において市では、トランポリン
競技が予定されており、スポーツの共通性
を生かした交流を検討してまいります。

今後も末永くサーモンアーム市との
交流を継続してまいりますが、取り

巻く状況に考慮し、派遣と受け入れを隔年
実施としました。またＧ８の開催が決定し
た場合、カナダの首脳が立ち寄ってもらえ
れば市のＰＲにもなるため、茨城県、つく
ば市と連携し国際交流の可能性を探ってま

国際交流事業の現状と今後の取り組みは
田口市長 今後も姉妹都市の絆を深める

中沢

市長

説明会が行われたあずま南小学校

国際交流にて建設された｢友情の家｣
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一
般
質
問景気回復への兆しが見受けられるとは言うものの、消費税

８％への引き上げの影響で、個人消費は伸び悩んでいる。
地域住民生活等緊急支援のための交付金の目玉は、プレミアム付商品券の発行であり、商店

街に活気をもたらす一助になると考える。交付金の活用方針として、
プレミアム商品券の発行についてどう考えているのか。
　また、現在までのプレミアム商品券の発行状況、経済効果等を伺う。

地域における消費喚起、生活支援を推進する交付金として
約8,100万円が交付されます。市としては、20％のプレミ

アム率の商品券発行事業に活用する予定です。

平成21年度より７回発行しています。うち６回が20％、１回が15％のプレミ
アム率での発行となります。

　市の補助金1,000万円により短期間で6,000万円の消費が喚起され、一定の経済効果を発揮
しています。

松 戸 千 秋
議 員

地域住民緊急支援交付金の
活用方針を問う
総務部長 20％のプレミアム付商品券

発行事業に活用

松戸

産業建設部長

０
０
０
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
の
理
解
、
予
防
の
た
め

専
門
家
に
よ
る
講
演
会
、
学
習
講
座

な
ど
を
開
催
し
普
及
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。小

中
学
校
で
の
認
知
症

の
理
解
を
深
め
る
教
育

に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
学
習
に
お

い
て
福
祉
を
テ
ー
マ
に
疑
似
体
験
や

福
祉
施
設
へ
の
訪
問
を
通
し
て
、
高

齢
者
と
触
れ
合
う
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
版
認
知
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
実
施
状
況
で
す
が
、

以
前
、
古
渡
小
学
校
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
最
近
は
実
施
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
は
、
平
成

20
年
度
か
ら
市
民
や
職
場
の
要
請
に

よ
り
29
回
実
施
し
て
お
り
延
べ
１
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の

取
組
み
を
問
う

保
健
福
祉
部
長

延
べ
１
、０
０
０
名
が
養
成
講
座
を
受
講

2
月
の
新
聞
紙
面
に
県
内
の

高
齢
化
率
が
掲
載
さ
れ
、
当

市
は
、
３
０
・
８
％
で
44
市
町
村
中

8
番
目
で
あ
っ
た
。
高
齢
者
の
4
人

に
1
人
が
認
知
症
と
そ
の
予
備
軍
と

す
れ
ば
、
認
知
症
対
策
は
急
務
で
は

な
い
か
。

　
そ
こ
で
当
市
で
は
、
認
知
症
施
策

推
進
総
合
戦
略（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

に
お
け
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

の
取
組
み
、
学
校
教
育
に
お
け
る
認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
教
育
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
子

ど
も
版
認
知
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
実
施
状
況
を
伺
う
。

松
戸

保
健
福
祉
部
長

教
育
部
長

20％プレミアム商品券発行を
実施

総務部長
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政
市

を
問
う

中 村 三 郎
議 員

国
県
に
対
し
稲
作
農
家
交
付
金
の

働
き
か
け
を

田
口
市
長
米
価
の
下
落
を
受
け
て
、
支
援
を
継
続

米
価
の
下
落
と
国
の
交
付
金
の

減
額
に
よ
り
営
農
継
続
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
た
め
、
交
付
金
を
元
に

戻
す
よ
う
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
。
農

家
の
窮
状
を
察
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識

を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
長
に

国
や
県
に
積
極
的
に
働
き
か
け
を
望
む

が
、
所
見
を
伺
う
。

も
、
単
価
は
減
額
し
ま
す
が
支
援
の
継

続
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。
米
価
下
落

は
、
主
食
用
米
の
過
剰
作
付
も
原
因
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
飼
料
用
米
へ
の
転

換
な
ど
を
推
進
し
、
過
剰
作
付
の
解
消

を
図
る
と
共
に
、
価
格
下
落
に
備
え
て

ナ
ラ
シ
対
策
へ
の
加
入
推
進
を
図
り
ま

す
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
米
価

の
低
迷
、
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
大
変

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
深
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

国
、県
へ
の
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

直
接
支
払
基
金

制
度
が
、
平
成

29
年
産
ま
で
の

時
限
措
置
で
あ

る
た
め
、
様
々

な
機
会
に
問
題

提
起
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

国
の
交
付
金
の
激
減
緩
和
措
置

と
し
て
、
平
成
26
年
度
に
補
助

金
を
交
付
し
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て

中
村

市
長

高齢者の皆様が気軽に楽しめるス
ポーツにグラウンドゴルフがある

が、市内には会場が何カ所あり、市主催の
大会は年何回あるのか伺う。

市が主催する大会はござい
ませんが、高齢者の生きが

いと健康づくりを目的とした、老人クラブ
連合会主催と、体育協会主催の２種類の大
会があり、年４回の大会が開催されており
ます。専用に整備した施設はありませ

んが、多目的グラウンドとして
整備した場所を貸し出しています。施設数
は、江戸崎運動公園、新利根総合運動公園、
桜川運動公園の各１カ所、あずま生涯学習
センター周辺に２カ所、合計５カ所ありま
す。市体育協会のクラブ加入者は61名で、
その他利用できる体育施設は多数あり、高
齢者の皆様の健康増進のためにも、指導員
の育成を図りながら、普及推進をしてまい
ります。

気軽にできるグラウンドゴルフの普及状況は
教育部長 多目的グラウンドを活用し、普及推進

中村 保健福祉部長

教育部長

米価の支援を

グランドゴルフを楽しむ皆さん
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一
般
質
問

市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
で
あ
る
い
な
し
き
子
ど

も
・
子
育
て
プ
ラ
ン
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
法
定
計
画
で
あ

り
、
国
が
示
す
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
事
業

計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、
内
容
的
に
強

く
打
ち
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
将
来

が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
や
貧
困
が
世
代
を
超

え
て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要
な

環
境
整
備
と
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
こ
と

は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
5
年
後
の
プ
ラ
ン
見
直
し
の
際
に
は
検

討
を
行
い
ま
す
。

本年４月より、生活保護に至る一歩手前の方を支援する生
活困窮者自立支援法が施行される。その中で、子どもへの

貧困対策に位置付けられる学習支援事業は任意事業であり、自治
体に裁量がある。９月定例会にて市の実情に合った学習支援事業を実施しなければならない
との答弁があったが、来年度予算案に盛り込まれなかった理由を伺う。

４月からの生活困窮者自立支援制度でのかなめとなる事業が、必須事業の自
立支援事業です。

　任意事業の子どもの学習支援等についても、親から貧困が受け継がれる貧困の連鎖を防止
する観点から、重要な事業と認識していますが、制度の立ち上げでは、まずは貧困の根本原
因である親の抱えるさまざまな問題の解決に向け、重点的に相談支援等に力を尽くし、事業
を進めます。

竹 神 裕 輔
議 員

生活困窮者自立支援法施行に伴う
子どもの貧困対策を問う

市
独
自
の
子
ど
も
貧
困
対
策
計
画
の
策
定
は

保健福祉部長

教
育
部
長

まずは親の支援に取組む

子
育
て
プ
ラ
ン
見
直
し
時
に
検
討

竹神

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
が
、
市
町
村

で
は
、
計
画
策
定
に
つ
い
て
の
努
力
義
務
は

課
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
市
に
お

い
て
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
極
め
て
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
本
市
独
自
の
子
ど
も
の
貧
困

対
策
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
市
で
は
、
い
な
し
き
子
ど
も
・
子
育
て

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
法
の
理
念
を
強
く
反
映
し
て
、
貧
困

対
策
を
さ
ら
に
強
く
打
ち
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

竹
神

保健福祉部長

教
育
部
長
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政
市

を
問
う

田
口
市
長

若 松 宏 幸
議 員

地
域
で
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

体
制
づ
く
り地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

い
こ
い
の
場
の
設
置
拡
大
を

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
支
援
策

と
し
て
は
、
高
齢
者
の
安
否
確

認
と
し
て
、
給
食
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス

や
ふ
れ
あ
い
電
話
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
、
外
出
支
援
と
し
て
は
、
タ

ク
シ
ー
利
用
券
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
購
入

の
助
成
な
ど
を
、
ま
た
、
家
事
支
援
と

し
て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
し
て
い

る
方
へ
の
家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
医
療
と
介
護

の
連
携
の
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
含

め
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ロ
ン
」
は
７
か
所
で
き
て
い
ま
す
。
月

１
回
か
ら
２
回
ほ
ど
、
地
区
集
落
施
設

を
利
用
し
、お
茶
を
飲
ん
だ
り
、お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
体
操
や
料
理
教
室
な

ど
を
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
月
１
回
程
度
、

保
健
師
や
看
護
師
が
伺
い
、
体
操
、
血

圧
測
定
、
頭
の
柔
軟
体
操
な
ど
を
行
う

事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
更
に
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
協
力
の

も
と
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
サ
ロ
ン
の
設
置
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
な
ど
の
普
及
、
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
住
民
と
の
協
働

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
と
し
て
の
「
サ

近
年
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
地
域
活
動
の
維
持
や
介
護

の
助
け
合
い
が
困
難
な
状
況
も
生
ま
れ

て
い
る
。
地
域
の
住
ま
い
、
医
療
、
介

護
生
活
支
援
な
ど
を
一
体
で
提
供
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急

務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
住
民
と
行
政
が
協
働
し
た
高

齢
者
の
孤
立
化
の
防
止
の
た
め
の
交
流

の
場
等
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長

若
松

保
健
福
祉
部
長
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一
般
質
問きれいな学校をつくることが、教育の向上に直結し、それ

が少子化対策の一つの有効な手段となると考える。
　しかし、市内には、きれいとは言えない学校が見受けられる。
　教育最優先の稲敷市だからこそ、どの自治体にも負けないきれいな学校づくりを徹底すべ
きであると考える。
　市内学校の学校施設環境及び管理状況は、どのようになっているのか。また、現状の学校
校内の施設環境状況が、教育にどのような影響があると考えているのかを伺う。

学校の施設管理については、小規模なものは各学校で、大きな修繕・工事は教育
委員会で対応しています。当初予算で対応できない部分につきましては、補正予

算で各学校の修繕・工事を対応しています。また、ご指摘のとおり現段階でも施設が壊れて
いたり、汚れている状況も事実でありますので、学校に対し改善指導を行っています。
　学校施設環境が教育に与える影響は大きく、不安なく学習に取り組める教室や学校づくり
が重要と考えます。今後も壊れたものは早急に対応し、また、児童生徒の指導も徹底するな
ど、教育環境の維持に努めていきます。

子供自らが学校をきれいにする自助の姿とＰＴＡの方々の奉仕活動、そして教育委
員会や市のバックアップが一緒になって魅力あるものになると考え、今後も努力し

てまいります。

学校の施設や環境を整え、きれいな学校にすることは、子どもたちにとって大切だ
と考えます。また、少子化・人口減少対策の観点からも、学校は大きな要因であり、

重要であると考えます。稲敷市の学校に行きたいと思えるように何が出来るかを検討してい
きます。

根 本 光 治
議 員

学校施設整備による
教育水準の向上を

副 市 長 学校の環境整備に努め、
更に何が出来るかを検討

根本

教育部長

教育長

副市長

求められる学校施設整備 サビがひどい駐輪場
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政
市

を
問
う

田
口
市
長

山 口 清 吉
議 員

私
共
の
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
対
し
て

必
要
な
施
策
を
し
っ
か
り
と

景
気
回
復
の
期
待
感
の
中
、
物

価
や
賃
金
に
つ
い
て
の
不
安
感

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
国
の

施
策
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

稲
敷
市
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
今

回
示
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
財
源
を
確
保
し
、
市
民

の
た
め
に
必
要
な
事
業
は
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
本
共
産
党
稲
敷
市
議
会
で
実

施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
暮

ら
し
向
き
に
つ
い
て
の
質
問
に
58
％
の

方
が
悪
く
な
っ
た
と
。
ま
た
、
稲
敷
市

政
へ
の
期
待
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
福

祉
、国
保
税
と
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
、

子
育
て
支
援
、
農
業
の
振
興
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。
市
長
は
こ
の
結
果
を
、
ど

う
考
え
る
か
を
伺
う
。

市
長

山
口

当市では稲敷市人口減少対策プロ
ジェクトチームが立ち上げられ、い

なしきに住みたくなっちゃうプラン（素案）
が発表された。目指していく方向性につい
て伺う。

雇用では、企業誘致や就職情報の発
信などを、住居では若い家族向けに

空き家バンクやマイホーム支援制度など
を、子育てでは、幼児期の子育てから教
育・結婚、出産、医療支援について総合的

な情報発信を、プロモーションでは雇用・
住居・子育て情報の発信、ふるさと大使と
連携した市のＰＲをしていきます。今後は、
いなしきに住みたくなっちゃうプランを基
本に、稲敷市版総合戦略を策定し、人口減
少対策とともに、まち・ひと・しごとの創
生を図っていきます。

人口減少と高齢化社会の対応は
田口市長 雇用・住居・子育て・プロモーションを

４つの柱に

山口

市長

このほかに、高田コミュニティーセンターの除染について質問がありました。
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常任委員会の審査経過と結果

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
26
議
案
の
う
ち
、
平
成
27
年
度

稲
敷
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
主

な
質
疑
、
答
弁
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。は

じ
め
に
財
政
課
か
ら
は
、
平
成

27
年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
を
、

２
１
５
億
７
，
３
０
０
万
円
と
す
る

も
の
で
、
前
年
度
比
６
，
５
０
０
万

円
の
減
と
な
り
、
新
利
根
地
区
新
設

小
学
校
建
設
事
業
の
完
了
が
、
主
な

要
因
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
固
定
資
産
評
価
額
の
下
落
に
よ

り
、市
税
が
前
年
度
を
下
回
る
ほ
か
、

地
方
交
付
税
の
減
に
よ
り
、
一
般
財

源
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
新
年
度
予
算
編
成
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
人
口
減
少

対
策
と
企
業
誘
致
を
専
門
に
担
当
す

る
部
門
を
設
置
す
る
こ
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

総
務
課
所
管
で
は
、
職
員
研
修
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

新
任
職
員
研
修
を
は
じ
め
、
各
階
級

ご
と
に
必
要
な
研
修
、
窓
口
マ
ナ
ー

研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
、
接
遇
向

上
の
た
め
、継
続
的
に
研
修
を
行
い
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
よ
う

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

企
画
課
所
管
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
お
礼
品
の
内
容
と
そ
の

実
施
時
期
、
納
税
目
標
額
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
お
礼
品
は
花
火
大
会

さ
じ
き
席
、ゴ
ル
フ
場
利
用
補
助
券
、

各
種
農
産
物
等
を
検
討
中
で
、
6
月

開
始
を
見
込
み
、
目
標
額
を
約
５
０

０
万
円
と
す
る
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。秘

書
広
聴
課
及
び
庁
舎
建
設
推
進

室
所
管
で
は
、
庁
舎
建
設
事
業
に
係

る
、
庁
舎
備
品
の
再
利
用
方
針
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
再
利
用
を
基
本

と
し
、
経
費
削
減
に
努
め
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
・
桜
川

こ
ど
も
園
及
び
新
利
根
・
み
の
り
・

ゆ
た
か
幼
稚
園
所
管
で
は
、
各
施
設

の
床
等
の
破
損
個
所
が
見
受
け
ら
れ

る
の
で
、
部
分
的
な
修
繕
に
と
ど
ま

ら
ず
、
計
画
的
か
つ
集
中
的
な
対
応

を
求
め
る
委
員
か
ら
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
各
所
管
の
予
算
内
容
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
26
議
案
全
て

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
、
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

請
願
第
１
号
「
手
話
言
語
法
」
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願
で
は
、
審
査
の
結
果
、
賛
成

全
員
に
よ
り
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
岡
沢
　
亮
一
　

第
1
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
16
議
案
の
う
ち
、
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
26
号　

一
般
会
計
補
正

予
算
の
う
ち
、
社
会
福
祉
課
所
管
で

は
、
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
交
付

金
は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
と
の
質

疑
に
対
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
し
て
い
る
「
心
の
体
温
計
」
の

委
託
業
務
に
充
当
し
て
い
る
。
４
月

か
ら
１
月
末
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
数
は

１
万
６
千
件
以
上
（
12
月
の
実
績
で

は
県
内
で
２
番
目
）
で
あ
っ
た
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
34
号　

平
成
27
年
度
一
般

会
計
予
算
で
は
、
保
護
室
所
管
で
、

就
労
自
立
給
付
金
に
対
す
る
質
疑
が

あ
り
、
昨
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
該
当
者
が
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
指
導
を
強
化
し
て
、
対

応
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。健

康
増
進
課
所
管
で
は
、
休
日
診

療
事
業
の
在
宅
当
番
医
制
度
委
託
費

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
稲
敷
市

と
河
内
町
、
そ
し
て
阿
見
町
と
美
浦

村
の
２
ブ
ロ
ッ
ク
４
市
町
村
で
構
成

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
河
内
町
と
案

分
し
１
回
５
万
円
を
委
託
費
と
し
て

支
払
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
生
活
環
境
課
所
管
で
は
、
廃

棄
物
対
策
管
理
官
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
、
茨
城
県
警
の
警
察
官
О
Ｂ

の
方
で
、市
内
巡
回
、産
業
廃
棄
物
・

残
土
埋
め
立
て
等
の
監
視
な
ど
が
業

務
内
容
で
あ
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
消
防
無
線
に
つ
い
て
の
質
疑
で

は
、
４
月
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
、
消
防
本
団
は
も
と
よ
り
、
各
分

団
の
車
両
も
受
令
機
の
交
換
を
す
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
35
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
で
は
、
委
員
か
ら
、
前

年
度
比
７
億
６
千
万
円
増
の
要
因
と

な
っ
た
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
は
、
30
万
円
以
上
の
高
額
な
医
療

費
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
全
て
の
医

療
費
が
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
44
号　

稲
敷
市
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算
で
は
、
今

年
度
か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
市
直
営
に
な
る
事
に
伴
い
、

介
護
保
険
法
施
行
令
に
基
づ
き
、
新

設
さ
れ
た
特
別
会
計
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
16
議
案
全
て
に
お
い

て
、
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。



稲敷市議会だより　第40号19

常任委員会の審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
篠
田
　
純
一
　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
９
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
概

要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。議

案
第
26
号
、
一
般
会
計
予
算
補

正
予
算
の
う
ち
、
農
政
課
の
審
査
で

は
、
青
年
就
農
給
付
金
事
業
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
、
対
象
者
は
３
名

で
あ
る
こ
と
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
の
審
査
で
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
販
売
時
期
は
７
月
を

目
途
に
関
係
機
関
と
調
整
し
、
販
売

規
模
は
、
例
年
の
６
～
７
倍
と
な
る

こ
と
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
の
審
査
で
は
、
市
営

住
宅
管
理
に
お
け
る
質
疑
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
第
34
号
、
平
成
27
年
度
一
般

会
計
予
算
の
う
ち
農
政
課
の
審
査
で

は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
に
係
る
転

作
補
助
金
に
つ
い
て
10
ア
ー
ル
当
た

り
５
，
０
０
０
円
か
ら
３
，
０
０
０

円
に
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

商
工
観
光
課
の
審
査
で
は
、
圏
央

道
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
の
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
の
審
査
で
は
、
住
宅

管
理
費
に
お
け
る
３
，
９
０
０
万
円

を
超
え
る
大
幅
な
予
算
減
額
の
要
因

に
つ
い
て
は
市
営
中
山
住
宅
の
下
水

道
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
38
号
、
公
共
下
水
道
事
業

会
計
予
算
で
は
、
廃
棄
物
処
理
委
託

費
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
処
理
業

者
は
同
一
で
あ
る
が
、
公
共
下
水
か

ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
た
め
、
一
般
廃
棄

物
処
理
よ
り
処
理
費
が
低
額
で
あ
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
45
号
、
水
道
事
業
会
計
予

算
の
審
査
で
は
、主
な
事
業
と
し
て
、

配
水
管
布
設
設
計
・
工
事
費
１
億

８
，
７
５
５
万
４
千
円
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
工
事
予
定
箇
所
７
件
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
資
本
的
支
出
に
お
け

る
水
資
源
機
構
割
賦
負
担
金
の
増
額

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
霞
ヶ
浦
開

発
事
業
に
お
け
る
割
賦
負
担
金
の
繰

上
償
還
が
、
水
資
源
機
構
よ
り
認
め

ら
れ
た
た
め
増
額
し
た
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
９
議
案
全
て
に
お
い

て
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

篠
﨑
　
力
夫

根
本
　
浩
　
副
委
員
長
　

山
口
　
清
吉

根
本
　
光
治
　
委
員
長
　

高
野
貴
世
志

松
戸
　
千
秋
　
　
　
　
　

伊
藤
　
　
均

柳
町
　
政
弘

遠
藤
　
一
行
　
　
　
　
　

山
下
　
恭
一

岡
沢
　
亮
一
　
委
員
長
　

筧
　
信
太
郎

竹
神
　
裕
輔
　
副
委
員
長

若
松
　
宏
幸

黒
田
　
茂
勝

中
村
　
三
郎
　
副
委
員
長

木
内
　
義
延

篠
田
　
純
一
　
委
員
長
　

中
沢
　
　
仁

浅
野
　
信
行
　
　
　
　
　

総務教育常任委員会市民福祉常任委員会

私たちが審査を行います

産業建設常任委員会
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委
員
長
　
　篠
　田
　純
　一

副
委
員
長
　
　若
　松
　宏
　幸

委
　
　員
　
　根
　本
　光
　治

委
　
　員
　
　岡
　沢
　亮
　一

委
　
　員
　
　根
　本
　
　
　浩

委
　
　員
　
　中
　沢
　
　
　仁

　

〝
議
会
だ
よ
り
〞
こ
れ
は
、
稲
敷

市
議
会
が
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
様
々
な
議
会
改
革
の
取
組
の
中

の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
号
の
発
行
に
際
し
て
も
、
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、
い
か

に
市
民
の
皆
様
に
ご
一
読
い
た
だ
け

る
か
、
そ
れ
以
前
に
目
を
引
く
表
紙

に
し
て
は
い
か
が
か
な
ど
、
様
々
な

議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
す
ぐ

に
大
き
な
変
革
は
で
き
な
く
と
も
、

今
後
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
編

集
し
、
市
民
の
皆
様
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
内
容
を
目
指
し
て

い
く
と
い
う
方
向
性
を
見
出
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
号
で
は
、
各

常
任
委
員
会
の
集
合
写
真
（
Ｐ
19
）

を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
達
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

は
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様

に
議
会
の
仕
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
、
今
後
も
議
会
だ
よ
り
編
集
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
篠
田
　
記
）

傍傍 聴聴
みませんかみませんか
次回定例会開催予定は

6 2月 日　となります。

　市議会は、傍聴できます。
　この３月議会（定例会）では、期間中、のべ
35人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所
東庁舎の２階で当日に受付けています。
　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー
にあるテレビで議会中継を傍聴することも
できます。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当
日に受付けています。傍聴については、
　①　受付時間は午前８時３０分から（先着順）
　②　傍聴の予約はできません
　③　傍聴席は２５席まで
　　　（別途、報道関係５席）
　④　議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで
　　　議会の生中継を傍聴できます　　　　　など
　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく
ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事
務局までお問い合わせください。

☎　０２９９ｰ７８ｰ３３９０（直通）
FAX　０２９９ｰ７８ｰ３３９６

稲敷市ホームページ 
http://www.city.inashiki.lg.jp/

稲敷市ツイッター 
https://twitter.com/inashiki_city

稲敷市議会 検索

市議会ホームページを
ご覧ください

　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載し
ているほか、議会の録画放送も掲載しています
ので、ぜひご覧ください。また、新たな情報伝
達の手段として稲敷市Twitter（ツイッター）で、
議会情報の提供を行っています。

してして

発
行
‥
稲
敷
市
議
会　
編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
３
０
０

−

０
７
９
２　
稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５　
☎
０
２
９
９

−

７
８

−

３
３
９
０
（
直
通
）

議
員
表
彰

　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
並
び
に
茨

城
県
南
市
議
会
議
長
会
か
ら
黒
田　

正　

前
議
長
に
地
方
自
治
の
伸
張
発

展
及
び
市
政
の
向
上
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
に
対
し
て
、
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
市
議
会
議
長黒　

田　
　
　

正　


